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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お

揃
い
で
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
昨
年
中
は
、
交
通
安
全
協
会
が
実
施
い

た
し
ま
し
た
各
種
交
通
安
全
活
動
へ
の
深
い

ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
県
内
の
交
通
事
故
に
つ
き

ま
し
て
は
、
発
生
件
数
、
死
者
数
、
負
傷
者

数
と
も
に
前
年
よ
り
も
大
き
く
減
少
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
中
で
も
死
者
数
は
四
十
一
人

と
、
現
行
警
察
法
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
二
十

九
年
以
降
最
も
少
な
か
っ
た
平
成
二
十
四
年

の
三
十
九
人
、
及
び
二
番
目
に
少
な
か
っ
た

平
成
二
十
年
の
四
十
人
に
次
ぐ
三
番
目
に
少

な
い
数
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

平
成
二
十
八
年
中
の
交
通
死
亡
事
故
の
発
生

状
況
を
詳
細
に
見
て
み
ま
す
と
、

○
高
齢
者
の
死
者
数
は
三
十
人
で
全
死
者
数

四
十
一
人
の
七
十
三
・
二
％
と
非
常
に
高

い
こ
と

○
高
齢
運
転
者
に
よ
る
事
故
死
者
数
は
二
十

一
人
で
全
体
の
五
十
一
・
二
％
を
占
め
て

い
る
こ
と

な
ど
、
高
齢
者
絡
み
の
交
通
死
亡
事
故
情
勢

長
崎
県
警
察
本
部
長 

　

金
　
井
　
哲
　
男

　
年
頭
に
当
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
長
崎
県
交
通
安
全
協
会
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
穏
や
か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
中
は
、
交
通
安
全
活
動
を
は

じ
め
警
察
行
政
の
各
般
に
わ
た
り
、
深
い
御

理
解
と
多
大
な
る
御
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ

と
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
の
交
通
事
故
の
発
生
状
況
で

す
が
、
全
国
で
は
発
生
件
数
、
死
者
数
及
び

負
傷
者
数
は
い
ず
れ
も
前
年
よ
り
減
少
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
本
県
に
お
き
ま
し
て
も
第
十
次
長

崎
県
交
通
安
全
計
画
の
初
年
と
し
て
、
県
警

が
目
標
と
し
て
い
た
交
通
事
故
死
者
三
十
九

人
以
下
、
死
傷
者
数
七
、三
〇
〇
人
以
下
達

成
に
向
け
、  ｢

高
齢
者
を
守
ら
ナ
イ
ト
大
作

戦｣｢

交
通
安
全
も
み
じ
作
戦｣

な
ど
の
各
種

対
策
に
つ
い
て
、
皆
様
を
は
じ
め
関
係
機
関
・

団
体
の
御
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
取
り
組

み
ま
し
た
と
こ
ろ
、
死
者
数
四
十
一
人
、
死

傷
者
数
七
、四
五
一
人
と
抑
止
目
標
達
成
に

は
至
ら
な
か
っ
た
も
の
の
発
生
件
数
、
死
者

数
、
負
傷
者
数
と
も
に
前
年
と
比
べ
て
大
幅

に
減
少
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
昨
年
は
、
全
国
で
高
齢
者

の
交
通
事
故
被
害
の
深
刻
化
に
加
え
、
高
齢

運
転
者
に
よ
る
重
大
事
故
が
相
次
い
で
発
生

す
る
な
ど
、
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
本
県
に
お
け
る

交
通
事
故
を
分
析
し
ま
し
て
も
、                   

○
全
死
者
数
に
占
め
る
高
齢
者
の
割
合
は
七

割
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と

○
高
齢
運
転
者
が
第
一
当
事
者
と
な
る
交
通

死
亡
事
故
が
、
前
年
よ
り
も
大
幅
に
増
加

し
て
い
る
こ
と

な
ど
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、｢

脇
見
・
ぼ
ん
や
り
運
転｣

を
原
因

と
す
る
交
通
事
故
は
、
全
体
の
七
割
以
上
を

占
め
、
依
然
と
し
て
高
い
比
率
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

　
一
方
、
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
事
故
は
、

前
年
よ
り
も
大
幅
に
減
少
し
、
全
事
故
に
占

め
る
構
成
率
は
〇
・
七
％
で
記
録
が
残
る
中

で
は
、
初
め
て
全
国
の
構
成
率
を
下
回
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
依
然
と
し
て
県
内
で
は
飲

酒
運
転
や
そ
れ
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
て
い

る
状
況
に
あ
り
、
未
だ
根
絶
に
は
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
を
踏
ま
え
、
県
警
で
は
、

｢

交
通
事
故
の
抑
止
と
飲
酒
運
転
の
根
絶｣

を

運
営
指
針
に
掲
げ
て
、

　
○
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策

　
○
脇
見
・
ぼ
ん
や
り
運
転
防
止
対
策

　
○
飲
酒
運
転
の
根
絶
対
策

の
三
つ
を
重
点
対
策
と
し
て
推
進
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
道
路
交
通
法
改
正
に
よ
る
高
齢
運

転
者
対
策
を
的
確
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、

第
十
次
長
崎
県
交
通
安
全
計
画
で
示
さ
れ
た

｢

平
成
三
十
二
年
ま
で
に
年
間
の
二
十
四
時

間
死
者
数
を
三
十
四
人
以
下
に
す
る
。｣「
平

成
三
十
二
年
ま
で
に
年
間
の
死
傷
者
数
を
五
、

五
〇
〇
人
以
下
に
す
る
。｣

と
い
う
目
標
を
達

成
す
る
た
め
、
先
の
三
つ
の
対
策
を
は
じ
め

と
す
る
各
種
対
策
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
交

通
事
故
の
な
い
安
全
で
安
心
な
長
崎
県
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
も
と
よ
り
、
交
通
事
故
を
抑
止
す
る
た
め

に
は
、
関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
に
連
携
し
、

官
民
一
体
と
な
っ
て
継
続
的
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
特
に
地
域
に
密
着
し
た
各
種
交
通
安
全
活

動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
貴
協
会
の
役
割
は
大

き
く
、
各
季
の
交
通
安
全
運
動
は
も
と
よ
り
、

高
齢
者
宅
訪
問
活
動
や
反
射
材
の
着
用
促
進

等
の
高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
、
ハ
ン
ド
ル

キ
ー
パ
ー
運
動
や
酒
類
提
供
飲
食
店
訪
問
活

動
等
の
飲
酒
運
転
根
絶
対
策
、
脇
見
・
ぼ
ん

や
り
運
転
防
止
運
動
や
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯

運
動
な
ど
様
々
な
取
組
を
展
開
さ
れ
る
な
ど
、

交
通
安
全
の
推
進
に
極
め
て
大
き
な
力
を
発

揮
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
年
も
引
き

続
き
、
県
民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
に
向

け
、
力
強
い
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
長
崎
県
交
通
安
全
協
会
の
ま
す

ま
す
の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様
方
の
御
健
勝
、

御
多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

は
非
常
に
厳
し
く
、
今
後
、｢

第
十
次
長
崎
県

交
通
安
全
計
画｣

に
掲
げ
ら
れ
た
、｢

平
成
三

十
二
年
ま
で
に
年
間
の
二
十
四
時
間
死
者
数

を
三
十
四
人
以
下
に
す
る
。
平
成
三
十
二
年

ま
で
に
年
間
の
死
傷
者
数
を
五
、五
〇
〇
人

以
下
に
す
る
。｣

と
の
目
標
達
成
の
た
め
に

は
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
抑
止
が
最
も
重
要

か
つ
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

  

ま
た
、
そ
の
他
の
交
通
死
亡
事
故
の
特
徴

点
と
し
て
、

○
歩
行
中
の
交
通
事
故
死
者
数
は
十
四
人
と

全
体
の
三
十
四
・
一
％
で
、
う
ち
、
道
路

横
断
中
の
死
者
数
は
十
一
人
と
非
常
に
多

い
こ
と

○
原
因
別
で
は
、
脇
見
・
ぼ
ん
や
り
運
転
に

よ
る
交
通
事
故
死
者
数
が
二
十
五
人
で
、

全
体
の
六
十
一
・
〇
％
と
最
も
多
い
こ
と

○
交
差
点
及
び
交
差
点
付
近
で
の
交
通
事
故

死
者
数
は
二
十
三
人
で
全
体
の
五
十
六
・

一
％
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
平
成
二
十
八
年
中
は
、
交
通
道
徳
の

希
薄
さ
が
原
因
の
交
通
死
亡
事
故
が
目
立
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
な
交
通
事
故
の
情
勢
を
踏
ま

え
、
長
崎
県
交
通
安
全
協
会
で
は
平
成
二
十

九
年
中
、
県
内
二
十
三
地
区（
市
）交
通
安
全

協
会
と
と
も
に
、
長
崎
県
、
長
崎
県
警
察
等

関
係
機
関
の
ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
関
係

団
体
等
と
連
携
し
て
、

○
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

○
子
供
の
交
通
事
故
防
止

○
後
部
座
席
を
含
め
た
全
て
の
座
席
の
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

○
夕
暮
れ
時
に
お
け
る
早
め
点
灯
、
雨
天
・

曇
天
時
の
点
灯

○
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中
の
交
通
事
故
防

止
（
自
転
車
に
つ
い
て
は
、
特
に
自
転
車

安
全
利
用
五
則
の
周
知
徹
底
）

を
重
点
に
、
そ
の
他
、
脇
見
・
ぼ
ん
や
り
運

転
の
防
止
、
二
輪
車
関
連
事
故
の
防
止
、
交

差
点
及
び
交
差
点
付
近
で
の
交
通
事
故
防

止
、
横
断
歩
道
で
の
交
通
事
故
防
止
等
に
も

力
を
入
れ
た
交
通
安
全
活
動
を
推
進
し
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ど
う
か
、｢

交

通
事
故
の
な
い
安
全
・
安
心
な
長
崎
県｣

の

実
現
を
目
ざ
し
、
日
々
地
道
な
交
通
安
全
活

動
を
続
け
て
い
る
交
通
安
全
協
会
の
活
動
に

引
き
続
き
ご
理
解
、
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
終

わ
り
に
、
皆
様
が
ご
家
族
と
も
ど
も
、
ご
健

勝
、
ご
多
幸
で
あ
ら
れ
る
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

新
年
の
御
挨
拶

新
年
の
御
挨
拶

平成29年
全国交通安全運動期間

春の全国
交通安全運動
４月６日（木）～　　

４月15日（土）

９月21日（木）～　　
９月30日（土）

秋の全国
交通安全運動



平
成
二
十
八
年
年
末
の

交
通
安
全
県
民
運
動

の
実
施
結
果

平成29年1月25日 交 通 安 全 な が さ き 第　147　号（2）

全国年間スローガン 抱 っ こ よ り 　 深 い 愛 情 　 チ ャ イ ル ド シ ー ト

公安委員、本部長、県警幹部、式典出席
者らの期待を背に市内パレードに向かう
白バイ、パトカーの機動部隊

◎ 過去１０年間の交通事故年別推移（各年１２月末、２８年については未確定統計）

（長崎県警察本部統計より、２８年は未確定）

◎  県内各警察署別交通事故発生状況（平成２８年中）

（注）（　）は前年比

所属別

長　崎

大　浦

稲　佐

浦　上

時　津

西　海

諫　早

雲　仙

島　原

発生件数 死 者 数 負傷者数

750（－ 53）

352（＋ 1）

138（＋ 7）

506（－145）

521（－ 44）

　70（－ 5）

802（－ 96）

215（＋ 1）

165（－ 27）

0（－1）

1（－4）

0（－1）

1（－1）

5（＋1）

1（－2）

4（±0）

3（－1）

1（－2）

889（－ 92）

461（－ 7）

163（＋ 7）

606（－217）

678（－ 41）

 92（＋ 2）

1,101（－ 19）

383（＋ 97）

212（－ 31）

108（－ 1）

486（＋16）

137（－24）

325（－32）

483（－18）

119（－ 7）

148（＋29）

 58（－ 4）

 59（－12）

2（－1）

3（＋1）

2（－1）

3（＋2）

5（＋5）

0（－1）

2（－1）

2（＋1）

0（±0）

142（＋ 3）

627（＋50）

188（－35）

437（－53）

612（－37）

161（＋10）

188（＋35）

 70（－11）

 94（－ 4）

 55（＋ 1）

 13（－11）

 43（－13）

 46（＋ 6）

  7（－ 6）

 46（－32）

5,652（－469）

1（±0）

1（±0）

1（＋1）

1（－1）

1（＋1）

1（＋1）

41（－4）

 77（＋13）

 13（－17）

 47（－18）

 70（＋18）

  6（－ 7）

 83（－39）

7,409（－393）

所属別

南島原

大　村

川　棚

早　岐

佐世保

相　浦

江　迎

松　浦

平　戸

発生件数 死 者 数 負傷者数 所属別

五　島

新上五島

壱　岐

対馬南

対馬北

高速隊

合　計

発生件数 死 者 数 負傷者数

（長崎県警察本部未確定統計より）

年　別

発生件数

死 者 数

高齢死者

負傷者数

19年
7,938
57
29

10,304

20年
7,370
40
25

9,596

21年
7,643
67
35

9,888

22年
7,301
52
29

9,483

23年
7,253
47
27

9,323

24年
7,032
39
25

9,138

25年
7,165
47
31

9,263

26年
6,465
49
28

8,335

27年
6,121
45
31

7,802

28年
5,652
41
30

7,409

平成2９年 全国交通安全年間スローガン

平成29年 長崎県交通安全年間スローガン 守ろう交通ルール　高めよう交通マナー

◎  高齢者事故の年別推移（平成２年以降）

注：構成率は、全死者数に占める構成率 （長崎県警察本部統計(２８年は未確定)より）

年　別
高齢者事故件数
高齢者死者数
  構成率

高齢者負傷者数
年　別

高齢者事故件数
高齢者死者数
  構成率

高齢者負傷者数
年　別

高齢者事故件数
高齢者死者数
  構成率

高齢者負傷者数

 2年
 616
  24
 25.8
 548
 11年
1,296
  29
 40.8
1,132
 20年
1,695
  25
 62.5
1,297

3年
  650
  29
  28.7
  594
  12年
 1,472
  33
  35.9
 1,255
  21年
 1,885
  35
  52.2
 1,436

 4年
  758
   27
  27.8
  720
  13年
 1,462
  31
  41.9
 1,176
  22年
 1,817
  29
  55.8
 1,373

5年
  822
   25
  27.2
  744
  14年
 1,489
  36
  54.5
 1,232
  23年
 1,874
  27
  57,4
 1,321

  6年
  846
   21
  19.8
  753
  15年
 1,696
  35
  42.7
 1,344
  24年
 1,784
  25
  64.1
 1,297

   7年
  958
   23
  24.2
  860
  16年
 1,660
   34
  55.7
 1,266
  25年
 2,002
   31
  66.0
 1,450

   8年
 1,036
  29
  29.3
  883
  17年
 1,728
  35
  61.4
 1,344
  26年
 1,923
   28
  57.1
 1,351

   9年
 1,175
   31
  33.3
 1,035
  18年
 1,693
   30
  50.8
 1,324
  27年
 1,910
  31
  68.9
 1,226

   10年
 1,260
   32
  34.8
 1,126
   19年
 1,759
   29
  50.9
 1,342
  28年
 1,765
   30
  73.2
 1,193

運転者（同乗者を含む）へ呼びかけるもの

■内閣総理大臣賞 
　抱っこより　深い愛情　チャイルドシート

■内閣府特命担当大臣賞
　『ム』チャするな
　　『ジ』カンにゆとり
 　　　『コ』コロのよゆう  

■警察庁長官賞
　気のゆるみ　一杯だけが　命とり

歩行者・自転車利用者へ呼びかけるもの

■内閣総理大臣賞
　身につけよう　命のお守り　反射材

■内閣府特命担当大臣賞
　まだ行ける　渡れそうでも　待つゆとり

■警察庁長官賞
　傘・スマホ　片手運転　事故のもと

小・中学生以下へ交通安全を呼びかけるもの

■内閣総理大臣賞
　ペダルこぐ　免許はないけど　 ドライバー

■内閣府特命担当大臣賞
　わたろうか　迷う気持ちは　赤信号

■警察庁長官賞
　交通ルール　まもれるぼくは　金メダル

■文部科学大臣賞

　おともだち　むこうにいても　みぎひだり

　
平
成
二
十
八
年
年
末
の
交
通
安
全
県
民
運

動
が
、
十
二
月
十
三
日
㈫
か
ら
二
十
二
日
㈭

ま
で
の
十
日
間
、「
こ
ん
ば
ん
は 

早
め
の
ラ

イ
ト
で 

ご
あ
い
さ
つ
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
行

わ
れ
た
。
交
通
安
全
協
会
で
は
、
期
間
中
、

長
崎
県
、
長
崎
県
警
察
等
関
係
機
関
の
ご
指

導
の
も
と
、
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
て
、

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
等
各
種
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
、
交
差
点
に
お
け
る
子
供
と
高
齢

者
の
保
護
誘
導
活
動
、
高
齢
者
宅
の
訪
問
指

導
活
動
等
を
行
っ
た
ほ
か
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
・
新
聞
・
機
関
紙
等
に
よ
る
交
通
安
全
広

報
や
、
酒
類
提
供
飲
食
店
訪
問
指
導
活
動
な

ど
を
行
い
、
県
民
に
飲
酒
運
転
の
根
絶
、
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
、
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正

し
い
着
用
の
徹
底
な
ど
を
呼
び
掛
け
た
。

　
ま
た
、
安
全
運
動
初
日
の
十
二
月
十
三
日

に
は
、
島
原
市
内
の
島
原
城
駐
車
場
に
お
い

て
県
警
主
催
の
「
交
通
安
全
県
民
運
動
警
察

出
動
式
」
が
行
わ
れ
、
警
察
か
ら
は
、
県
警

本
部
長
を
は
じ
め
、
交
通
部
長
な
ど
多
く
の

関
係
幹
部
や
関
係
部
隊
員
ら
が
参
加
し
た
。

式
で
は
、
金
井
哲
男
県
警
本
部
長
が
「
こ
れ

以
上
交
通
死
亡
事
故
を
発
生
さ
せ
な
い
、
交

通
事
故
を
一
件
で
も
減
少
さ
せ
る
と
い
う
強

い
信
念
と
緊
張
感
を
持
っ
て
活
動
し
て
欲
し

い
。」
と
訓
示
。
白
バ
イ
十
一
台
と
パ
ト
カ
ー

七
台
が
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
市
民
に
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
、
反

射
材
の
着
用
促
進
、
夕
暮
れ
時
の
早
め
点
灯

な
ど
を
呼
び
か
け
た
。
な
お
、
年
末
の
交
通

安
全
県
民
運
動
期
間
中
の
交
通
事
故
は
、         

　
発
生
件
数
　
　
　
九
十
一
件

（
前
年
同
運
動
期
間
比
　 

（－）
十
三
件
）

　
死
者
数
　
　
　
　
　
一
人

（
前
年
同
運
動
期
間
比
　
（－）
　
一
人
）

　
負
傷
者
数
　
　
　
百
十
一
人

（
前
年
同
運
動
期
間
比
　 

（－）
十
八
人
）            

と
、
前
年
の
同
運
動
期
間
中
と
比
較
し
て
、

発
生
件
数
、
死
者
数
、
負
傷
者
数
と
も
に
減

少
し
た
。



交通安全協会へのご入会をお願いします！！

会員の皆様が、交通安全協賛店で “会員証と免許証” を提示していただきますと、料金割引等のサービスを受け
ることができます。交通安全協賛店は、県内の自動車・自転車販売修理店、給油所、飲食店、宿泊・温泉施設
など41業種543店舗（平成28年11月４日現在）です。詳細は “協賛店ガイドブック” 又は当協会ホームページ
でご確認ください。また、平成28年４月１日から、長崎県、佐賀県、大分県の交通安全協会が交通安全協賛店
の業務を提携し、３県の交通安全協会会員であれば、３県全ての交通安全協賛店をご利用していただけるよう
になりました。皆様の交通安全協会へのご入会、及び会員の皆様の交通安全協賛店のご利用をお待ちしています。次のような

交通安全協会の会員の皆様には、
があります！！特

交通安全協賛店

典

○街頭での交通安全の呼び掛け
○会員へのチャイルドシートの無料貸出し
○横断歩道での子供、高齢者の街頭誘導

○交通安全のぼり旗、横断幕等の作成・掲出
○幼稚園や保育園、老人ホーム等での交通教室の開催
○交通安全功労者、優良運転者等の表彰

○新聞、テレビ、ラジオ等による交通安全広報
○新入学児童へのランドセルカバー等の贈呈
○キャンペーン等によるチラシ・反射材等の配布

交通安全協会は、県民の皆様の交通安全思想の普及・高揚を図り、悲惨な交通事故のない、安全・安心な長崎県を実現するため、 

など、各種交通安全活動を行っています。これらの活動経費は、会員の皆様方の会費によって支えられています。
今後とも交通安全協会の活動にご理解をいただき、是非ご入会をお願いします。

改
正
道
路
交
通
法
が
施
行
さ
れ
ま
す

　  （
平
成
二
十
九
年
三
月
十
二
日
ス
タ
ー
ト
！
）

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
は
、

認
知
機
能
が
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
ま
す
！

一
　
臨
時
認
知
機
能
検
査
・
臨
時
高
齢
者
講

　
習
（
一
定
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
）

　
●
臨
時
認
知
機
能
検
査

　
七
十
五
歳
以
上
の
運
転
者
が
、
認
知

機
能
が
低
下
し
た
と
き
に

起
こ
し
や
す
い
違
反
行
為

を
し
た
と
き
は
、
臨
時
認

知
機
能
検
査
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
●
臨
時
高
齢
者
講
習

　
臨
時
認
知
機
能
検
査
を

受
け
、認
知
機
能
の
低
下

が
運
転
に
影
響
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
判

断
さ
れ
た
高
齢
者
は
、臨
時
高
齢
者
講
習

（
個
別
指
導（
一
時
間
）と
実
車
指
導（
一
時

間
））を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
　
臨
時
適
性
検
査
制
度
の
見
直
し

    

更
新
時
の
認
知
機
能
検
査
又
は
臨
時
認
知

機
能
検
査
で｢

認
知
症
の
お
そ
れ
が
あ
る｣

と

判
定
さ
れ
た
方
は
、
臨
時
適
性
検
査
（
医
師

の
診
断
）
を
受
け
、
又
は
、
命
令
に
従
い
主

治
医
等
の
診
断
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

※

医
師
の
診
断
の
結
果
、
認
知
症
と
判
断
さ

れ
た
場
合
は
運
転
免
許
の
取
消
し
等
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

三
　
高
齢
者
講
習
の
合
理
化
・
高
度
化
（
運

　
転
免
許
証
を
更
新
す
る
と
き
）

    

認
知
機
能
検
査
の
結
果
に
よ
っ
て
講
習
の

内
容
等
が
変
わ
り
ま
す
。
高
齢
者
講
習
は
、

七
十
五
歳
未
満
の
方
や
、
認
知
機
能
検
査
で

認
知
機
能
低
下
の
お
そ
れ
が
な
い
と
判
定
さ

れ
た
方
に
対
し
て
は
二
時
間
に
合
理
化
（
短

縮
）
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
他
の
方
（
七
十
五
歳
以
上
で
、
認
知

症
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
方
や
、

認
知
機
能
の
低
下
の
お
そ
れ
が
あ
る
　
と
判

断
さ
れ
た
方
等
）
に
対
し
て
は
、
実
車
指
導

や
個
別
指
導
な
ど
計
三
時
間
の
高
齢
者
講
習

と
な
り
ま
す
。

☆
詳
細
は
長
崎
県
警
察
本
部
運
転
免
許
管
理

課
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

違反行為の例
・信号無視
・通行区分違反
・一時不停止　等

平成29年1月25日交 通 安 全 な が さ き第　147　号（3）

全国年間スローガン 身 に つ け よ う 　 命 の お 守 り 　 反 射 材

地
区（
市
）協
会
だ
よ
り
⑴

   

時
津
地
区
交
通
安
全
協
会

地
区（
市
）協
会
だ
よ
り
⑵

   

　
当
協
会
は
、
平

成
二
十
三
年
三
月

ま
で
は
時
津
・
長

与
両
町
に
支
部
を

置
き
活
動
中
で

あ
っ
た
が
、同 

年
四

月
の
行
政
区
画
の

見
直
し
に
よ
り
、

長
崎
市
内
の
琴
海
、
三
重
、
外
海
地
区
が
時

津
警
察
署
管
内
と
な
り
、
三
地
区
が
稲
佐
地

区
か
ら
編
入
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

   

地
区
協
会
事
務
局
に
事
務
局
長
一
名
、
書

記
三
名
、
交
通
安
全
指
導
員
二
名
を
配
置
し
、

各
支
部
に
あ
っ
て
は
、
時
津
支
部
（
支
部
長

以
下
三
十
名
）、
長
与
支
部
（
支
部
長
以
下

三
十
七
名
）、
琴
海
支
部
（
支
部
長
以
下
三

十
九
名
）、三
重
支
部
（
支
部
長
以
下
十
八
名
）、

外
海
支
部
（
支
部
長
以
下
十
名
）
を
以
て
四

季
の
交
通
安
全
運
動
に
お
け
る
交
通
安
全
車

両
パ
レ
ー
ド
、
各

地
区
で
の
交
通
安

全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
実
施
、
各
地
区

老
人
会
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
に
お

け
る
交
通
安
全
の

広
報
啓
発
活
動
、

年
末
の
飲
酒
運
転

根
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
等
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

会長　江﨑　辰男

大浦地区
井口　國雄

稲佐地区
川原　　強

浦上地区
深堀　勝博

時津地区
江﨑　辰男

西海地区
渡邊　　保

諫 早 市
松本　卓郎

島 原 市
本田　哲士

長崎地区
大串　恒文

雲 仙 市
川上　清記

大 村 市
山口　　馨

川棚地区
原　　昭治 

早　　岐
村瀬公一郎

佐世保市
川口　博樹

相浦地区
長島　　正

江迎地区
天島　良夫

南島原市
松代　一昌

平戸地区
白石　幸生 

五 島 市
網本　定信

上五島地区
 林　　育久

壱岐地区
立石　和生

対馬南地区
渡邊　昭二

対馬北地区
春田　新一

松浦地区
松口　　榮

謹賀新年
県内23地区（市）交通安全協会会長一同

　新年明けましておめでとうございます。
　私ども県内の各地区（市）交通安全協会は、長崎県交通安全協会とともに、交通事故のない安全・安心な長崎
県の実現を目指して、本年も交通安全活動、広報活動等を積極的に行ってまいる所存でございます。本年も何とぞ
よろしくお願い申し上げます。

南
島
原
市
交
通
安
全
協
会

   

現
松
代
会
長
が

加
津
佐
交
通
安
全

協
会
の
役 

員
と

し
て
入
会
し
た
昭

和
三
十
二
年
当
時

は
、国
道
も
砂 

利
道

で
横
断
歩
道
の
白

線
引
き
も
一
雨
降

れ
ば
、 

ま
た
翌
日
は
最
初
か
ら
や
り
直
し
の

連
続
で
あ
っ
た
。
当
時
と
違
っ
て
今
日
で
は

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
に
よ
り
、
道

路
は
整
備
さ
れ
、
自
動
車
等
の
交
通
機
関
の

性
能
は
格
段
の
向
上
が
見
ら
れ
た
が
、
残
念

な
が
ら
、
そ
れ
に
比
例
し
て
、
交
通
事
故
の

発
生
は
飛
躍
的
に
増
加
し
た
。

　
当
協
会
は
、
南
島
原
警
察
署
の
ご
指
導
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
南
島
原
市
及
び
関
係
機

関
・
団
体
と
協
力
・
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

交
通
事
故
防
止
活
動
に
八
町
支
部
、
評
議
員

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
活
動
例
と
し
て
は
、
高
齢
者
宅
訪
問
に
よ

会長　松代　一昌

加津佐町支部による交差点パレード

る
交
通
事
故
防
止
の
呼
び
掛
け
、
子
供
と
高

齢
者
に
対
す
る
交
差
点
で
の
街
頭
誘
導
・
指

導
、
料
飲
店
訪
問
に
よ
る
飲
酒
運
転
根
絶
の

呼
び
掛
け
、
協
会
主
催
に
よ
る｢

高
齢
者
交

通
事
故
防
止
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会｣

の
開
催
、

交
通
少
年
団
の
結
成
と
入
退
団
式
の
開
催
、

笑
友
会
の
結
成
と
保
育
園
、
老
人
会
等
の
訪

問
に
よ
る
笑
い
を
交
え
た
交
通
安
全
指
導
活

動
、
さ
わ
や
か
作
戦
等
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
実
施
、
交
通
危
険
箇
所
で
の
立
哨
・
指

導
活
動
等
が
挙
げ
ら
れ
、
毎
年
計
画
的
に
実

施
し
て
い
る
。

　
当
協
会
は
、
こ
れ

か
ら
も
交
通
事
故
の

少
な
い
明
る
く
、
住

み
や
す
い
街
づ
く
り

の
た
め
に
、
役
員
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琴海地区さわやか作戦実施状況
（吉の浦道路公園）



松浦署員及び交通安全協会名誉会員の皆さんとともに、御厨町Ａ
コープ前等において、通行人にチラシ、啓発グッズなどを配布し、
自転車利用者にはリフレクターを取付けるなどして、交通安全の
呼び掛けを行う交通安全協会の役員及び交通安全指導員ら。

平戸市内全域の25箇所の幼稚園、保育所を、サンタクロースの
着ぐるみを着用して巡回し、各幼稚園等に交通安全絵本を配付
して園児の交通安全意識の高揚を図る交通安全協会の交通安全
指導員。

五島署、五島市役所職員、地活推進委員の皆さんとともに、市内吉久木
町県道において、通行車両のドライバーにチラシや啓発グッズを手渡し
て、全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用を呼び
掛ける交通安全協会の役員、女性部会役員、支部員及び交通安全指導員。

松浦地区 平戸地区 五 島 市

時津署、長与町役場の皆さんとともに、長与町老人ふれあいセ
ンターにおいて、高齢者約150人を対象に交通安全講話、交通
安全寸劇、腹話術等を行い、高齢者に交通事故の防止を呼び掛
ける、交通安全協会の役員、交通安全指導員、支部員ら。

諫早署交通課員の皆さんとともに、市内多良見町市布公民館において、
市布地区老人会の高齢者30名に対し、高齢者の交通事故防止の指導、
反射材の効用についての実践指導、認知症予防のための脳トレーニ
ング指導等を行う、交通安全協会の交通安全指導員及び多良見支部員。

島原署、島原市少年センター、母の会の皆さんとともに、島原
城周辺及びアーケードにおいて、主に通学中の高校生を対象に、
自転車の正しい乗り方の指導を行い、併せて自転車の点検等を
行う交通安全協会の役員、支部員及び交通安全指導員ら。

時津地区 諫 早 市 島 原 市

大村警察署、大村市役所、母の会、大村市交通指導員会、
大村市タクシー協会の皆さんとともに、イオン大村
店出入口において、来店者に対しチラシやグッズを
配布して、「飲酒運転の根絶」「シートベルト・チャ
イルドシートの正しい着用」などを呼び掛ける交通
安全協会の役員、支部員及び交通安全指導員ら。

大 村 市

川棚署、川棚町、波佐見、東彼杵町役場職員、
同町交通指導員、母の会の皆さんとともに、波
佐見町東小学校前横断歩道において、登下校時
間帯における立哨・交通誘導を行う交通安全協
会の役員、交通安全指導員、支部員ら。

川棚地区

南島原警察署、市役所、母の会の皆さんとともに、
市内西有家町十八銀行前国道において、通行車
両のドライバーに「高齢者の交通事故防止」「飲
酒運転根絶」等のチラシやグッズなどを配布して、
安全運転を呼び掛ける交通安全協会の役員、支
部員及び交通安全指導員ら。

南島原市

雲仙署及び地活推進委員の皆さんとともに、市内
小浜町の南本町公民館において、高齢者30名を対
象に高齢者交通教室を開き、交通安全指導員によ
る交通安全腹話術、交通安全協会の役員、警察官
による反射タスキの配布と着用要領・効用の説明
などを行い、高齢者に交通事故の防止を呼び掛けた。

雲 仙 市

相浦署、老人会、地活推進委員の皆さんとともに、
下本山町ＪＡ中里給油所前において、通行車両
のドライバーにチラシ、グッズを配布し、安全
運転を呼び掛ける交通安全協会の役員及び支部
員。

相浦地区

江迎署、佐々町母の会の皆さんとともに、管内
50箇所の酒類提供飲食店を訪問し、飲酒運転の
根絶、交通安全を呼び掛ける交通安全協会の役
員及び佐々支部員ら。

江迎地区

早岐警察署、江上町公民館連合会、江上町老人クラブ
連合会、母の会、民生委員、東明幼稚園の職員・園児
の皆さんとともに、市内江上町ＪＡ前国道において、
通行車両のドライバーにチラシ、みかんなどを配布し
て、飲酒運転の根絶や高齢者の交通事故防止等を呼び
掛ける、交通安全協会の役員及び江上支部員ら。

早　　岐

佐世保署、佐世保市役所、地活推進委員、母の会、交通
指導員、日宇・西天神交通安全推進会の皆さんとともに、
島瀬町のアーケード街において、「交通安全運動実施中」
ののぼり等を掲出し、チラシ、反射材等を通行人に配っ
て「高齢者の交通事故防止」と「脇見・ぼんやり運転の
防止」などを呼び掛ける交通安全協会の役員。

佐世保市

対馬南警察署、母の会、厳原幼稚園の先生・園
児の皆さんとともに、厳原税務署前国道において、
通行車両のドライバーに、「シートベルトとチャ
イルドシートの着用徹底」「交通事故防止」を呼
び掛ける交通安全協会の役員、支部員及び交通
安全指導員。

対馬南地区

対馬北警察署、母の会の皆さんとともに、対馬
北警察署前国道において、通行車両に横断プレー
トやフラッグ等を示し早めのライト点灯を呼び
掛ける交通安全協会の役員、支部員及び交通安
全指導員ら。

対馬北地区

新上五島署、新上五島町役場、母の会の皆さん
とともに、通行車両のドライバーに対し反射タ
スキ、チラシ及び交通安全グッズを配布して、
交通安全を呼び掛ける交通安全協会の役員、奈
良尾支部員及び交通安全指導員ら。

上五島地区

壱岐警察署、地活推進委員の皆さんとともに、
市内芦辺町大石山形トンネル入口において、通
行車両にライト点灯フラッグ、のぼり旗、横断
幕等を掲示し、トンネル内ライト点灯及びライ
トの早め点灯を呼び掛ける、交通安全協会の役員、
交通安全指導員、田河支部員ら。

壱岐地区

稲佐署、母の会、地活推進委員、警察ＯＢの皆
さんとともに、稲佐中央通りにおいて、歩行中
の高齢者及び児童らに交通安全啓発チラシや反
射材を配布しながら、「反射材の着用」「交通事
故防止」などを呼び掛ける交通安全協会の役員、
支部員ら。

稲佐地区

浦上署と浦上地区交通安全協会飲酒運転追放会は、
「飲酒運転運動根絶啓発ポスターコンクール」を
行い、管内13の小学校から応募された作品の中
から優秀作品18点を選定し、作者18人を表彰した。
写真は受賞者、浦上署長ら幹部、母の会、交通安
全協会飲酒運転追放会、交通安全協会役員ら。

浦上地区

長崎署、地活推進委員、母の会の皆さんとともに、
新大工町、桜馬場町、伊勢町、八幡町地区の高
齢者宅を訪問し、高齢者に高齢者事故の特徴等
を説明し、啓発用チラシ及び反射タスキ等を交
付して交通事故防止を呼び掛ける交通安全協会
の役員及び支部員ら。

長崎地区

大浦署、長崎市職員、地活推進委員、タクシー協会、
防犯協会の皆さんとともに、長崎市布巻町柴原歯科医
院前国道において、通行車両のドライバーにチラシや交
通安全グッズなどを配布して、「子供と高齢者の交通事
故防止」「飲酒運転根絶」「シートベルトの正しい着用」
等を呼び掛ける交通安全協会の役員及び支部員ら。

大浦地区

各地区（市）交通安全協会の活動状況各地区（市）交通安全協会の活動状況
各地区（市）交通安全協会は、皆様の会費によって様々な交通安全活動を行っています。 その一部を、
このコーナーでご紹介します。
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